
(57)【要約】

【課題】間伐材などの木材の有効活用と、大型重機を使

用することなく組立て施工が可能な壁体構造を提供する

。

【解決手段】コンクリート底板１の上に、左右に凹溝を

形成したコンクリート支柱２と木製支柱３を連結して立

設し、一定の間隔（Ｓ）で横に並べてコンクリート支柱

２と木製支柱３に形成された凹溝に多数の木質板材４，

…と幅広のコンクリート板材５を横長にして両端部を嵌

め込み、積み上げた上端に天端笠板６を被せて構成され

る木質板材とコンクリートの組立式複合壁体構造であり

、木質板材４は、厚さの異なる二枚の木質板材３ｂ，３

ｃの間にスペース間材３ｄを介在させて分離可能に組立

て、金属製の接続プレート９，９を介在させて連結する

。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ン ク リ ー ト 底 板 の 上 に 、 左 右 に 凹 溝 を 形 成 し た コ ン ク リ ー ト 支 柱 と 木 製 支 柱 を 連 結 し
て 立 設 し 、 一 定 の 間 隔 で 横 に 並 べ て コ ン ク リ ー ト 支 柱 と 木 製 支 柱 に 形 成 さ れ た 凹 溝 に 多 数
の 木 質 板 材 と 幅 広 の コ ン ク リ ー ト 板 材 を 横 長 に し て 両 端 部 を 嵌 め 込 み 、 積 み 上 げ た 上 端 に
天 端 笠 板 を 被 せ て 構 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 木 質 板 材 と コ ン ク リ ー ト の 組 立 式 複 合
壁 体 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 コ ン ク リ ー ト 底 板 の 上 に 、 左 右 に 凹 溝 を 形 成 し た Ｈ 型 状 の コ ン ク リ ー ト 支 柱 を コ ン ク リ
ー ト 底 板 上 に 固 定 さ れ た 支 持 金 具 で 支 持 し て 立 設 し 、 そ の 上 に 、 左 右 に 凹 溝 を 形 成 し た Ｈ
型 状 の 木 製 支 柱 を 連 結 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 木 質 板 材 と コ ン ク リ ー ト
の 組 立 式 複 合 壁 体 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 コ ン ク リ ー ト 支 柱 と 木 製 支 柱 が 、 前 後 両 面 に 金 属 製 の 接 続 プ レ ー ト を 面 一 に な る よ う に
埋 設 し て ボ ル ト を 貫 通 さ せ 、 ボ ル ト の 端 部 を ナ ッ ト で 締 め 付 け て 連 結 さ れ て な る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 木 質 板 材 と コ ン ク リ ー ト の 組 立 式 複 合 壁 体 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 コ ン ク リ ー ト 支 柱 は 、 左 右 に 凹 溝 を 設 け て Ｈ 型 状 に 一 体 に 形 成 さ れ 、 木 製 支 柱 は 、 厚 さ
の 異 な る 二 枚 の 木 質 板 材 の 間 に ス ペ ー ス 間 材 を 介 在 さ せ て Ｈ 型 状 に 組 立 て ら れ て な る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 木 質 板 材 と コ ン ク リ ー ト の 組
立 式 複 合 壁 体 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 木 製 支 柱 と 木 質 板 材 、 及 び 天 端 笠 板 は 、 間 伐 材 を 製 材 し た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 木 質 板 材 と コ ン ク リ ー ト の 組 立 式 複 合 壁 体
構 造 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 間 伐 材 な ど の 木 材 の 有 効 活 用 と 、 大 型 重 機 を 使 用 す る こ と な く 組 立 施 工 を 可
能 と す る 木 質 板 材 と コ ン ク リ ー ト の 組 立 式 複 合 壁 体 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 水 路 の 側 壁 や 土 手 、 盛 土 等 の 擁 壁 や 壁 体 構 造 と し て 、 従 来 、 型 枠 を 組 立 て た 後 に コ ン ク
リ ー ト を 流 し 込 ん で 施 工 す る 構 造 の も の や 、 コ ン ク リ ー ト の 床 盤 を 打 設 し た 後 に コ ン ク リ
ー ト 製 の Ｌ 字 状 ブ ロ ッ ク を 並 べ て 施 工 す る 構 造 の も の が 一 般 的 に 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 又 、 間 伐 材 な ど の 木 材 を 有 効 に 活 用 す る た め 、 背 中 合 わ せ と な る 一 対 の 側 面 を 平 面 に 整
形 し た 加 工 木 材 と 、 管 材 と か ら な り 、 複 数 の 前 記 加 工 木 材 の 平 面 同 士 を 接 着 剤 で 接 合 し 、
前 記 接 合 し た 加 工 木 材 群 の 一 方 の 端 部 に 配 置 し た 加 工 木 材 か ら 他 方 の 端 部 に 配 置 し た 加 工
木 材 ま で を 貫 通 す る 管 材 を 複 数 配 置 し た 木 製 パ ネ ル 、 及 び 該 木 製 パ ネ ル を も た れ 擁 壁 、 落
石 防 止 柵 、 防 音 壁 、 盛 土 壁 面 と し て 使 用 す る 使 用 方 法 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） や 、 コ ン ク リ ー
ト 基 礎 部 に 下 端 側 を 連 結 し て 立 設 さ せ た 軸 圧 棒 材 に 所 要 の 高 さ の 金 属 筒 管 を 挿 入 し て 縦 方
向 に 支 持 さ せ 、 該 金 属 筒 管 の 上 端 側 で 金 属 筒 管 を 台 座 と し て 軸 圧 棒 材 に 引 張 力 を 加 え て 継
ぎ 足 し で き る よ う に し た 軸 圧 棒 材 と 金 属 筒 管 に よ り 形 成 さ れ る 仮 設 支 柱 と 、 仮 設 支 柱 の 内
側 （ 地 山 側 ） に 立 て て 設 置 さ れ る 壁 体 （ 間 伐 材 ） と を 含 む 擁 壁 構 造 （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） が
開 示 さ れ 、 公 知 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ８ ９ １ ０ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ０ ７ １ ６ ３ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
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【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 行 わ れ て い る コ ン ク リ ー ト 擁 壁 や 壁 体 構 造 は 、 型 枠 の 組 立 や 解 体 に
手 間 や 技 術 を 要 す る と い っ た 問 題 点 を 有 し 、 コ ン ク リ ー ト 製 の Ｌ 字 状 ブ ロ ッ ク に よ る 擁 壁
や 壁 体 構 造 は 、 Ｌ 字 状 ブ ロ ッ ク が 大 き く て 重 量 が あ り 、 大 型 重 機 に よ り 運 ん だ り 、 吊 し た
り し て 施 工 し な け れ ば な ら ず 、 水 路 等 の 狭 い 場 所 で の 施 工 作 業 が 難 渋 す る と い っ た 問 題 点
が あ る ほ か 、 全 面 を コ ン ク リ ー ト で 覆 う の で 自 然 環 境 に 与 え る 負 荷 が 大 き い 問 題 点 を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 又 、 上 記 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ る 技 術 は 、 間 伐 材 等 の 木 材 を 利 用 し て は い
る が 、 間 伐 材 等 の 木 材 で 形 成 さ れ る パ ネ ル や 壁 体 が 、 加 工 木 材 の 平 面 同 士 を 接 着 剤 で 接 合
し て 管 材 を 貫 通 さ せ た 木 製 パ ネ ル で あ っ た り 、 間 伐 材 等 の 木 材 を 横 長 に 配 置 し て 上 下 に 積
層 し 、 厚 板 構 造 体 と し て 組 付 け た 壁 体 と 地 山 と の 空 隙 部 分 に 硬 化 性 流 体 を 投 入 し て 硬 化 さ
せ る よ う に し た 擁 壁 構 造 で あ っ た り し て 、 間 伐 材 等 の 加 工 木 材 の 組 立 て や 取 替 え が 容 易 に
行 え な い 問 題 点 や 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し た り 、 加 工 木 材 と 斜 面 や 地 山 と の 間 に コ ン
ク リ ー ト や 硬 化 性 流 体 等 を 投 入 し て 固 め る の で 、 施 工 後 の 解 体 が 容 易 で な く 自 然 環 境 に 与
え る 負 荷 も 大 き い 問 題 点 を 有 し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た 木 質 板 材 と コ ン ク リ ー ト の 組 立 式 複 合 壁 体 構 造
で あ り 、 そ の 解 決 す る た め の 手 段 は 、 コ ン ク リ ー ト 底 板 の 上 に 、 左 右 に 凹 溝 を 形 成 し た コ
ン ク リ ー ト 支 柱 と 木 製 支 柱 を 連 結 し て 立 設 し 、 一 定 の 間 隔 で 横 に 並 べ て コ ン ク リ ー ト 支 柱
と 木 製 支 柱 に 形 成 さ れ た 凹 溝 に 多 数 の 木 質 板 材 と 幅 広 の コ ン ク リ ー ト 板 材 を 横 長 に し て 両
端 部 を 嵌 め 込 み 、 積 み 上 げ て 上 端 に 天 端 笠 板 を 被 せ て 構 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 手
段 を 講 じ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 又 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 底 板 の 上 に 立 設 す る 支 柱 は 、 左 右 に 凹 溝 を 形 成 し た Ｈ 型 状 の コ ン
ク リ ー ト 支 柱 を コ ン ク リ ー ト 底 板 上 に 固 定 さ れ た 支 持 金 具 で 支 持 し て 立 設 し 、 そ の 上 に 、
左 右 に 凹 溝 を 形 成 し た Ｈ 型 状 の 木 製 支 柱 を 連 結 し て な る こ と を 特 徴 と し て お り 、 前 記 コ ン
ク リ ー ト 支 柱 と 木 製 支 柱 は 、 前 後 両 面 に 金 属 製 の 接 続 プ レ ー ト を 面 一 に な る よ う に 埋 設 し
て ボ ル ト を 貫 通 さ せ 、 ボ ル ト の 端 部 を ナ ッ ト で 締 め 付 け て 連 結 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す
る 手 段 を 講 じ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 支 柱 は 、 左 右 に 凹 溝 を 設 け て Ｈ 型 状 に 一 体 に 形 成 さ れ 、 木 質 支
柱 は 、 厚 さ の 異 な る 二 枚 の 木 質 板 材 の 間 に ス ペ ー ス 間 材 を 介 在 さ せ て Ｈ 型 状 に 組 立 て ら れ
て な る こ と を 特 徴 と し て お り 、 前 記 木 質 支 柱 と 木 質 板 材 、 及 び 天 端 笠 板 は 、 間 伐 材 を 製 材
し た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 手 段 を 講 じ た も の で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 手 段 に て 記 載 す る よ う に 、 本 考 案 は 、 コ ン ク リ ー ト 底 板 の 上 に 、 左 右 に 凹 溝 を 形 成
し た コ ン ク リ ー ト 支 柱 と 木 製 支 柱 を 連 結 し て 立 設 し 、 一 定 の 間 隔 で 横 に 並 べ て コ ン ク リ ー
ト 支 柱 と 木 製 支 柱 に 形 成 さ れ た 凹 溝 に 多 数 の 木 質 板 材 と 幅 広 の コ ン ク リ ー ト 板 材 を 横 長 に
し て 両 端 部 を 嵌 め 込 み 、 積 み 上 げ た 上 端 に 天 端 笠 板 を 被 せ て 構 成 さ れ た も の で あ り 、 以 下
に 記 載 す る よ う な 効 果 を 奏 す る 。
　 す な わ ち 、
　 （ １ ） 構 成 さ れ る 各 部 品 が 、 予 め 人 手 で 持 ち 運 び 可 能 に 成 形 し た も の で あ る か ら 、 狭 い
場 所 へ の 持 ち 運 び 、 及 び 組 立 て 施 工 が 容 易 で あ り 、 大 型 重 機 で 吊 し た り 、 運 ん だ り し て 施
工 す る 必 要 が な い 。
　 （ ２ ） 間 伐 材 を 利 用 す る こ と に よ り 、 林 業 振 興 に 寄 与 で き る と 共 に 、 自 然 環 境 に 与 え る
負 荷 の 低 減 が 図 ら れ る 。
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　 （ ３ ） 木 製 支 柱 は 二 枚 の 木 質 板 材 の 間 に ス ペ ー ス 間 材 を 介 在 さ せ て 形 成 さ れ る も の で あ
り 、 組 立 て 施 工 後 は 前 面 の 木 質 板 材 を 取 り 外 す だ け で 両 端 部 を 嵌 め 込 ん で 横 長 に 積 み 上 げ
た 木 質 板 材 や コ ン ク リ ー ト 板 材 の 着 脱 が 可 能 と な り 、 木 質 材 が 劣 化 し た り 、 破 損 し た り し
た 場 合 の 取 替 え や 補 修 が 容 易 且 つ 迅 速 に 行 え る と 共 に 、 補 修 に か か る 費 用 の 低 減 も 図 れ る
。
　 （ ４ ） 土 圧 の か か る 下 部 支 柱 や 底 板 、 及 び 水 流 等 の 接 触 す る 側 壁 部 の 板 材 は 、 鉄 筋 入 り
の コ ン ク リ ー ト 製 で あ る か ら 、 壁 体 と し て の 強 度 や 耐 久 性 の 維 持 が 図 ら れ る 。
　 （ ５ ） 各 部 品 単 位 で 加 工 や 保 管 が で き る の で 、 間 伐 材 の 利 用 や 工 場 等 の 量 産 加 工 に よ り
安 価 に 提 供 で き る と 共 に 、 品 質 管 理 や 保 管 が や り や す く 、 即 納 体 制 を 整 え る の に 有 利 で あ
る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 は 、 コ ン ク リ ー ト 底 板 の 上 に 、 左 右 に 凹 溝 を 形 成 し
た コ ン ク リ ー ト 支 柱 を 立 て 、 該 コ ン ク リ ー ト 支 柱 に 、 左 右 に 凹 溝 を 形 成 し た 木 製 支 柱 を 金
属 製 の 接 続 プ レ ー ト を 介 在 さ せ て ボ ル ト と ナ ッ ト で 連 結 し 、 一 定 の 間 隔 で 横 に 並 べ 、 コ ン
ク リ ー ト 支 柱 と 木 製 支 柱 に 形 成 さ れ た 凹 溝 に 、 下 か ら 多 数 の 木 質 板 材 と 、 そ の 上 に 幅 広 の
コ ン ク リ ー ト 板 材 、 多 数 の 木 質 板 材 と 順 次 横 長 に し て 両 端 部 を 嵌 め 込 み 、 積 み 上 げ た 上 端
に 天 端 笠 板 を 被 せ て 構 成 さ れ る 形 態 で あ る 。 以 下 実 施 例 に て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 考 案 の 実 施 例 を 示 す 図 面 で 、 （ Ａ ） は 前 面 の 縦 平 面 図 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の Ａ
－ Ａ 断 面 図 で あ る 。 図 示 す る よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 底 板 １ ， １ ， … の 上 に 、 左 右 に 凹 溝 を
形 成 し た コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ ， ２ ， … 立 て 、 該 コ ン ク リ ー ト 支 柱 に 、 左 右 に 凹 溝 を 形 成 し
た 木 製 支 柱 ３ ， ３ ， … を 連 結 し 、 一 定 の 間 隔 （ Ｓ ） で 横 に 並 べ 、 コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ ， ２
， … と 木 製 支 柱 ３ ， ３ ， … に 形 成 さ れ た 凹 溝 ２ ａ ， ２ ａ ， … 、 ３ ａ ， ３ ａ ， … に 、 下 か ら
多 数 の 木 質 板 材 ４ ， ４ ， … と 、 そ の 上 に 幅 広 の コ ン ク リ ー ト 板 材 ５ 、 多 数 の 木 質 板 材 ４ ，
４ ， … と 順 次 横 長 に し て 両 端 部 を 嵌 め 込 み 、 積 み 上 げ た 上 端 に 天 端 笠 板 ６ を 被 せ た 構 成 と
な っ て い る 。 前 記 間 隔 Ｓ は お お む ね １ ． ０ ～ １ ． ２ ｍ 程 度 と し 、 施 工 距 離 に 応 じ て 多 数 並
設 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 コ ン ク リ ー ト 底 板 １ は 、 厚 さ が ５ ～ ６ ｃ ｍ で 、 一 辺 が ４ ５ ～ ５ ０ ｃ ｍ 程 度 の 方 形 の 底 板
で 、 補 強 の た め の 鉄 筋 （ 図 示 せ ず ） が 適 宜 配 筋 さ れ 、 上 面 に は コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ を 立 て
て 支 持 す る た め の 支 持 金 具 ７ ， ７ を 突 き 出 し て 固 め た コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品 で あ り 、 ボ ル
ト ８ を 貫 通 さ せ て 端 部 を ナ ッ ト で 締 め 付 け る こ と に よ り コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ の 下 端 部 が 支
持 さ れ て 立 設 さ れ て お り 、 コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ の 上 端 部 に は 、 木 製 支 柱 ３ が 、 前 後 両 面 に
金 属 製 の 接 続 プ レ ー ト ９ ， ９ を 面 一 に な る よ う に 埋 設 し て ボ ル ト ８ ａ 及 び ８ ｂ を 貫 通 さ せ
、 該 ボ ル ト の 端 部 を ナ ッ ト で 締 め 付 け る こ と に よ り 連 結 さ れ て い る 。 木 製 支 柱 ３ の 後 面 は
板 厚 を 厚 く し た 木 質 板 材 ３ ｃ に し て コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ の 上 端 部 後 面 に 当 接 さ せ て 連 結 し
て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 左 右 に 凹 溝 ２ ａ ， ２ ａ を 設 け て Ｈ 型 状 に 一 体
に 形 成 さ れ 、 適 宜 鉄 筋 が 配 筋 さ れ て 補 強 さ れ た コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品 で あ り 、 下 端 部 を コ
ン ク リ ー ト 底 板 １ の 上 面 に 突 き 出 し た 支 持 金 具 ７ ， ７ で 挟 む よ う に し て ボ ル ト ８ を 通 し 、
両 端 部 を ナ ッ ト １ ０ ， １ ０ で 締 め 付 け る こ と に よ り し っ か り と 支 持 さ れ 、 木 製 支 柱 ３ は 、
図 ３ に 示 す よ う に 厚 さ の 異 な る 二 枚 の 木 質 板 材 ３ ｂ ， ３ ｃ の 間 に ス ペ ー ス 間 材 ３ ｄ を 介 在
さ せ て ボ ル ト ８ ａ を 通 し 、 端 部 を ナ ッ ト １ ０ ， １ ０ で 締 め 付 け て Ｈ 型 状 に 分 離 可 能 に 組 立
て ら れ て お り 、 組 立 て 施 工 後 に 前 面 の ナ ッ ト １ ０ を 緩 め て 取 り 外 す こ と に よ り 、 前 面 の 木
質 板 材 ３ ｂ 及 び 接 続 プ レ ー ト ９ を 取 り 外 す こ と が で き て 、 凹 溝 ３ ａ ， ３ ａ に 両 端 部 を 嵌 め
込 ん だ 木 質 板 材 ４ ， ４ の 着 脱 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 前 記 木 製 支 柱 ３ と 木 質 板 材 ４ 、 及 び 天 端 笠 板 ６ は 、 間 伐 材 を 製 材 し た も の で あ り 、 木 質
板 材 ４ の 幅 は お お む ね １ ０ ｃ ｍ 、 厚 さ は ５ ｃ ｍ 程 度 に し て 、 長 さ は コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ と
木 製 支 柱 を 連 結 し て 並 設 し た 前 記 間 隔 Ｓ よ り ５ ｃ ｍ 程 度 短 く す る 。 例 え ば 、 前 記 間 隔 Ｓ が
１ ． ０ ｍ （ １ ０ ０ ｃ ｍ ） の 場 合 は ９ ５ ｃ ｍ 程 度 と い う こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 コ ン ク リ ー ト 板 材 ５ は 、 鉄 筋 を 適 宜 配 筋 し て 固 め ら れ た コ ン ク リ ー ト 製 の 平 板 で あ り 、
厚 さ と 長 さ は 前 記 木 質 板 材 と 同 一 で あ る が 、 幅 は お お む ね ４ ５ ～ ５ ０ ｃ ｍ と し 、 幅 広 に 形
成 さ れ た コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品 で あ る 。 な お 、 コ ン ク リ ー ト 板 材 ５ は 、 コ ン ク リ ー ト に 限
定 さ れ ず 、 耐 食 性 が あ り 、 強 度 の あ る 、 例 え ば 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 板 材 を 使 用 す る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の よ う に し て な る 本 考 案 に よ り 、 壁 体 （ 側 壁 ） を 組 立 て 施 工 す る 場 合 の 組 立 て 施 工
例 に つ い て 、 図 ４ ， 図 ５ ， 図 ６ に て 説 明 す る 。 本 組 立 て 施 工 例 は 、 組 立 て 施 工 を わ か り や
す く 説 明 す る 一 例 で あ っ て 、 必 ず し も こ の と お り で な く て は な ら な い も の で は な く 、 組 立
て 施 工 現 場 の 状 況 に 応 じ て 変 り 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 先 ず 、 下 方 部 の 組 立 て を 行 う た め 、 図 ４ の （ ４ － １ ） に 示 す コ ン ク リ ー ト 底 板 １ を ち ょ
う は り に 合 わ せ て 設 置 す る 。 コ ン ク リ ー ト 底 板 １ は 、 支 持 金 具 ７ ， ７ が 上 面 よ り 垂 直 に 突
き 出 し た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の よ う に し て 設 置 し た コ ン ク リ ー ト 底 板 １ に 、 （ ４ － ２ ） に 示 す よ う に コ ン ク リ ー
ト 支 柱 ２ を 立 て 、 コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ の 下 端 部 を 支 持 金 具 ７ ， ７ で 挟 む よ う に し て ボ ル ト
８ を 通 し 、 端 部 を ナ ッ ト １ ０ ， １ ０ で 締 め 付 け て 固 定 す る （ 断 面 図 は 図 ２ 参 照 ） 。 ボ ル ト
８ は 、 全 ね じ の ボ ル ト 棒 （ 市 販 品 ） を 所 要 の 長 さ に 切 断 し て 使 用 し て も 良 い し 、 所 要 の 長
さ の 頭 付 き ボ ル ト （ 規 格 品 ） を 使 用 し て も 良 い 。 頭 付 き ボ ル ト の 場 合 は 、 片 方 だ け ナ ッ ト
１ ０ で 締 め 付 け る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 底 板 １ の 上 に 立 設 し た コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ の 凹 溝 ２ ａ に 、
間 伐 材 を 所 要 の 寸 法 に 製 材 し た 多 数 の 木 質 板 材 ４ ， … を 横 長 に し て 端 部 を 嵌 め 込 み 、 積 み
上 げ た そ の 上 に 所 要 の 寸 法 に 形 成 さ れ た コ ン ク リ ー ト 板 材 ５ を 同 様 に し て 嵌 め 込 み 、 土 を
埋 め 戻 し て （ ４ － ３ ） の 状 態 と す る 。 埋 め 戻 し 面 １ １ は 、 上 方 の 木 質 板 材 ４ が 二 枚 程 度 露
出 す る 程 度 と す る 。 な お 、 本 実 施 例 図 で は 片 面 視 断 面 図 で 説 明 し て あ る が 、 実 際 は コ ン ク
リ ー ト 底 板 １ に 立 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ が 複 数 並 べ ら れ て 、 コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ の
左 右 に 設 け ら れ た 凹 溝 ２ ａ に 、 木 質 板 材 ４ ， … の 両 端 部 が 嵌 め 込 ま れ て 壁 体 （ 側 壁 ） が 構
築 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 い で 、 上 方 部 の 組 み 立 て を 行 う た め 、 図 ５ の （ ５ － １ ） に 示 す よ う に 木 質 板 材 ３ ｂ ，
３ ｃ の 間 に ス ペ ー ス 間 材 ３ ｄ を 挟 む よ う に し 、 且 つ 金 属 製 の 接 続 プ レ ー ト ９ ， ９ を 木 質 板
材 ３ ｂ ， ３ ｃ の 下 方 部 外 面 に 面 一 に な る よ う に し て 、 ボ ル ト ８ ａ ， ８ ａ を 貫 通 さ せ 、 端 部
を ナ ッ ト で 締 め 付 け る と （ ５ － ２ ） に 示 す よ う な 木 製 支 柱 ３ と な る （ 断 面 図 は 図 ３ 参 照 ）
。 木 質 板 材 ３ ｃ は 厚 さ を 厚 く し て 、 コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ の 上 端 部 後 面 に 当 接 さ せ て 連 結 す
る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の よ う に 組 立 て ら れ た 木 製 支 柱 ３ を 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 底 板 １ の 上 に 立 設 し た コ ン
ク リ ー ト 支 柱 ２ に 連 結 す る と 図 ６ の （ ６ － １ ） に 示 す よ う に な る 。 コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ と
木 製 支 柱 ３ は ボ ル ト ８ ａ ， ８ ｂ を 貫 通 さ せ 、 端 部 を ナ ッ ト で 締 め 付 け る こ と に よ り 連 結 さ
れ 、 コ ン ク リ ー ト 支 柱 ２ の 凹 溝 ２ ａ と 木 製 支 柱 ３ の 凹 溝 ３ ａ が 略 一 致 し た 状 態 で 立 設 さ れ
た 状 態 と な る 。 こ の 状 態 で 間 伐 材 を 所 要 の 寸 法 に 製 材 し た 木 質 板 材 ４ ， … を 多 数 積 み 上 げ
、 上 端 に 天 端 笠 板 ６ を 被 せ て ビ ス １ ２ ， … で 止 め る と （ ６ － ２ ） に 示 す よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 図 ７ は 、 以 上 の よ う に し て 組 立 て た 壁 体 を 側 壁 と す る 水 路 の 施 工 例 を 示 す も の で あ る 。
前 記 埋 め 戻 し 面 １ １ を 更 に 埋 め 戻 し て コ ン ク リ ー ト 板 材 ５ の 下 端 よ り 上 の 埋 め 戻 し 面 １ １
ａ 迄 上 げ 、 水 路 の 水 の 流 れ が コ ン ク リ ー ト 板 材 ５ の 壁 面 に 当 る よ う に し 、 水 路 の 外 壁 側 は
天 端 笠 板 ６ の 下 面 迄 埋 め 戻 し て 平 坦 面 １ ２ ， １ ２ と し て あ る 。 こ の 状 態 で 、 木 製 支 柱 ３ の
内 側 の 木 質 板 材 ３ ｂ ， ３ ｂ は 、 ナ ッ ト １ ０ ， １ ０ ， … を 緩 め て 取 り 外 す こ と が で き 、 木 質
板 材 ３ ｂ ， ３ ｂ を 取 り 外 す こ と に よ り 、 壁 面 の 木 質 板 材 ４ ， ４ ， … は 容 易 に 取 り 外 す こ と
が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 考 案 は 、 水 路 等 の 側 壁 や 、 土 手 、 盛 土 等 の 壁 体 の み な ら ず 、 間 伐 材 を 利 用 し た 柵 や 防
護 柵 、 及 び 塀 等 に も 利 用 で き る 可 能 性 が あ り 、 利 用 を 図 る こ と に よ り 林 業 振 興 に 寄 与 で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 例 を 示 す 図 面 で 、 （ Ａ ） は 縦 平 面 図 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） に お け る Ａ －
Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の （ Ｂ ） に お け る Ｂ － Ｂ 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の （ Ｂ ） に お け る Ｃ － Ｃ 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 下 方 部 の 組 立 て 施 工 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 上 方 部 （ 木 製 支 柱 ） の 組 立 て 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 下 方 部 と 上 方 部 の 組 立 て 施 工 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 水 路 の 壁 体 （ 側 壁 ） の 組 立 て 施 工 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 　 コ ン ク リ ー ト 底 板
　 ２ 　 コ ン ク リ ー ト 支 柱
　 ２ ａ ， ３ ａ 　 凹 溝
　 ３ 　 木 製 支 柱
　 ３ ｂ ， ３ ｃ 　 木 質 板 材
　 ３ ｄ 　 ス ペ ー ス 間 材
　 ４ 　 木 質 板 材
　 ５ 　 コ ン ク リ ー ト 板 材
　 ６ 　 天 端 笠 板
　 ７ 　 支 持 金 具
　 ８ ， ８ ａ ， ８ ｂ 　 ボ ル ト
　 ９ 　 接 続 プ レ ー ト
　 １ ０ 　 ナ ッ ト
　 １ １ ， １ １ ａ 　 埋 め 戻 し 面
　 １ ２ 　 平 坦 面
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【 図 ３ 】
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